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Lアラートを通じた情報伝達
（平常時、警戒期、復旧・復興期）





防災・減災情報
（平常時、警戒期、復旧・復興期）

◼ 平常時の情報

◼ 防災教育・啓発

◼ ハザードマップ

◼ 災害警戒期の情報

◼ 気象警報、避難指示等

◼ 応急・復旧復興期の情報

◼ 安否確認

◼ 生活支援情報

◼ 復興まちづくり

◼ 伝承

災害発生



地域防災計画における地震・津波対策の充実・強化に関する検討会報告書 「大洗町はなぜ「避難せよ」と呼びかけたのか」（NHK放送文化研究所）

東日本大震災
（茨城県大洗町：防災無線）



東日本大震災
（茨城県大洗町：防災無線）

津波警報

地震発生

大津波警報

「防災対策推進検討会議 津波避難対策検討ワーキンググループ報告書」

行動指針

理由（状況説明）



◼ 「津波が来ると思った」理由

東日本大震災
（津波への認知）

東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会 資料



Lアラートを通じた
避難勧告等の発信（情報内容）

公共情報コモンズ ＸＭＬ定義書バージョン1.5 解説資料



◼ 避難の有無・方法（場所、経路等）への影響要因

◼ ハザードの認知・・・・津波は来るか

◼ 個人的リスク認知・・・自宅は浸水するか

◼ 効果の評価・・・・・・・・避難場所の有効性

◼ 実行可能性・・ ・・・・・避難場所まで辿り着けるか

◼ 記述的規範・・・・・・・・周囲の行動

◼ 主観的規範・・・・・・・・周囲の期待

◼ コスト感（⇔避難の愉しみ？）

避難行動に影響する心理要因
（避難情報に求めれる内容）



豪雨災害への住民対応
（市民の避難行動）

１．豪雨災害の発生する前に逃げる。
→ 情報をとって、早めに対応する。

２．逃げるときは、安全な避難・退避場所へ、
安全な通り道で逃げる

→ あらかじめ話し合い、知っておく。

・気象や河川・砂防の情報
・役所からの避難勧告など
・前兆現象を知覚する

・ハザードマップ など



Lアラートを通じた
被災者生活支援情報の提供

多様な状況（被害、生活環境）、属性（年齢等）の被災者へ、
多様な情報内容が、多様な情報ルートで届くように

「Lアラートの現状」（総務省） 今後のLアラートの在り方検討会配布資料





https://www.ehime-np.co.jp/online/life/disaster/refuge/

愛媛新聞HP



山陽新聞HP

自治体から、Lアラート経由で
応急復旧期の
被災者への生活支援情報の発信
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多岐に渡る被災者支援業務



罹災
証明
担当

避難所
担当

救援
物資
担当

総務・防災

本部事務局

現場
（避難所等）

現場
（被害認定
調査）

現場
（物資拠点）

災害対策本部の体制
（被災者支援業務ごとの管理）

本部長

現場
（避難所等）
現場
（避難所等）

トップマネジメント
優先分野・事項の指示
目指す地域ビジョンの提示
組織ビジョンの提示 等

各業務の
現場作業

全庁的マネジメント

広報・広聴

各業務の
マネジメント

全庁的
広報広聴

各業務の
広報広聴

実施
計画

実施
計画

実施
計画



災害対策本部会議
での意思決定・
全庁的な合意形成

・進捗状況の整理
・課題（現状、予測）の分析
・対処方針の策定

担当部署での
実務的調整・具体化

・基本計画の合意形成
（事業戦略（案）の承認）

・地域で目指す
将来像の提示（ヒジョン）

現場での事業実施
（アクション）

・実施計画の作成
・関係部署間の調整

被災者支援業務
（事業ごとのＰＤＣＡサイクル）

主管部署での
進捗管理

事業
戦略
(案)

実施
計画

各業務での
広報広聴活動



◼ 「広報広聴（Public Relation）」とは

◼ 個人と組織の目標を達成するための、
「倫理観」に支えられた「双方向コミュニケーション」と
「自己修正」をベースとしたリレーション活動

◼ 「行政広報」とは

◼ 正しい情報提供

◼ 公共のために

◼ 市民の立場で

◼ 双方向コミュニケーション

井之上喬（2006）を簡略化

災害対応における
広報広聴の重要性

井出嘉憲（1967）を簡略化

佐藤(2003)を簡略化

効果的な応急業務の実施ととともに
地域の復興にむけた基盤に


